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選定理由 ：  

気 候 変 化 が 顕 在 化 す る 中 、 農 業 分 野 に お い て は 、 季

節 予 報 を 含 む 、 気 象 デ ー タ の よ り 高 度 な 利 用 が 気 候 変

動 適 応 に お け る 実 務 上 の 課 題 と な っ て い る 。 飯 泉 氏 は

気 象 学 と 農 業 環 境 工 学 に ま た が る 学 際 的 分 野 を 牽 引 し 、

農 業 分 野 に お け る 気 候 変 動 リ ス ク 評 価 お よ び 気 候 変 動

適 応 の 研 究 に お い て 顕 著 な 成 果 を 挙 げ て き た 。  

飯 泉 氏 の 研 究 内 容 は 農 業 気 象 学 に 該 当 し 、 人 為 的 な

温 室 効 果 ガ ス 排 出 に 由 来 す る 気 候 変 化 [業 績 13,  15 ,  16 ,  

22 ,  23 ,  25]や 、 エ ル ニ ー ニ ョ ・ 南 方 振 動 な ど の 大 気 海

洋 系 変 動 [8 ,  21 ,  26]、 干 ば つ [17]な ど の 極 端 気 象 が 世

界 の 穀 物 生 産 に 及 ぼ す 影 響 の 評 価 と 対 応 技 術 の 開 発 を

行 っ て き た 。 こ れ ら の 成 果 の う ち 、 対 応 技 術 の 開 発 に

お い て 、 気 候 変 動 適 応 と 極 端 気 象 対 応 の 両 方 に 資 す る

技 術 と し て 季 節 予 報 に 基 づ く 穀 物 の グ ロ ー バ ル な 収 量

変 動 予 測 技 術 の 開 発 を 進 め た 点 [7 ,  12 ,  14 ,  18 ,  19 ,  26 ,  

27]、お よ び 、世 界 の 食 料 機 関 な ど を 対 象 に  2019 年 6

月 よ り 予 測 サ ー ビ ス の  1 年 9 カ 月 (2021 年 3 月 時 点 )

の 試 験 運 用 を 達 成 し た 点 は 特 筆 に 値 す る [24,  27]。 そ

れ の み な ら ず 、 気 候 変 動 リ ス ク 評 価 に つ い て は 、 気 候

変 動 に 関 す る 政 府 間 パ ネ ル (IPCC) の 第 2 作 業 部 会 の

第 5 次 評 価 報 告 書 で は 6 編 [1 ,  2 ,  3 ,  4 ,  5 ,  6 ]、1.5°C 特

別 報 告 書 で は 2 編 [5 ,  13]、陸 域 特 別 報 告 書 で は 6 編 の

論 文 [4 ,  7 ,  10 ,  11 ,  13 ,  15 ]が そ れ ぞ れ 引 用 さ れ て い る 。 

季 節 予 報 を 用 い た 収 量 予 測 は こ れ ま で も あ っ た が 、

予 測 対 象 が 特 定 の 国 ・ 地 域 に 限 ら れ て い た 。 我 が 国 を

含 め 、 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に よ り 多 く の 国 が 食 料 を 輸

入 す る よ う に な っ て お り 、 気 候 変 化 に 伴 う 極 端 気 象 に

よ る 国 際 的 な 食 料 調 達 リ ス ク は こ れ ま で に な く 高 ま っ

て い る 。 飯 泉 氏 が 先 導 し た グ ロ ー バ ル ス ケ ー ル で の 季

節 予 報 の 農 業 応 用 は 時 宜 に 適 う も の で あ り 、 季 節 予 報

デ ー タ の 新 た な 応 用 分 野 を 切 り 開 い た 。  

例 え ば 、 飯 泉 氏 は 季 節 予 報 を 用 い て 、 世 界 の 収 穫 面

積 の 約 2 割 の 地 域 で 収 穫  3 ヵ 月 前 に 主 要 穀 物 の 収 量

変 動 が 予 測 可 能 な こ と を 明 ら か に し た [7]。そ の 後 、韓



国 の APEC 気 候 セ ン タ ー (APCC)の マ ル チ ・ モ デ ル ・

ア ン サ ン ブ ル 季 節 予 報 を 利 用 す る こ と に よ り 、 収 穫  3

カ 月 前 に 収 量 変 動 を 予 測 で き る 地 域 が 世 界 の 収 穫 面 積

の 約 3 割 に 拡 大 で き る こ と を 示 し た [14]。 こ う し た 収

量 変 動 予 測 情 報 の 社 会 実 装 は 年 々 、着 実 に 進 ん で い る 。

2014 年 に エ ル ニ ー ニ ョ の 発 生 が 懸 念 さ れ た 際 に は 、農

林 水 産 省 大 臣 官 房 政 策 課 食 料 安 全 保 障 室 が 公 表 す る

「 海 外 食 料 需 給 レ ポ ー ト (Monthly  Reports) 」に 予 測 情

報 を 提 供 し た [9]。 2019 年 6 月 か ら は 、 試 験 運 用 中 の

サ ー ビ ス を 用 い て 、 予 測 情 報 を 食 料 安 全 保 障 室 な ど 世

界 の 食 料 機 関 関 係 者 に 毎 月 、 提 供 を 開 始 し た [24 ] 。

2019 年 10 月 に は 、 リ オ デ ジ ャ ネ イ ロ で 開 催 さ れ た  

AMIS( 農 業 市 場 情 報 シ ス テ ム ) 世 界 食 料 市 場 情 報 グ ル

ー プ 第 16 回 会 合 に お い て 、20 を 超 え る 国 と 国 際 機 関

の 代 表 に 試 験 運 用 中 の 全 球 収 量 変 動 予 測 サ ー ビ ス に つ

い て 紹 介 し た [20]。  

 飯 泉 氏 は さ ら に 、APCC お よ び 欧 州 委 員 会 共 同 研 究

セ ン タ ー (EC/JRC)と 共 同 で 、 2019 年 北 半 球 に お け る

収 量 変 動 予 測 の 予 測 精 度 の 評 価 結 果 を Weather  and 

Forecas t ing に 公 表 し た [27]。ま た 気 温 と 降 水 量 の 季 節

予 報 に 加 え て 、 様 々 な 気 候 変 動 指 数 を 収 量 変 動 予 測 に

考 慮 す る 試 み [26]を 気 象 庁 気 象 研 究 所 と 進 め る な ど 、

季 節 予 報 に 基 づ く 収 量 変 動 予 測 を 軸 と す る 気 候 変 動 適

応 技 術 に つ い て の 研 究 と 社 会 実 装 を 精 力 的 、 国 際 的 に

牽 引 し て い る 。  

以 上 の 理 由 に よ り 、 日 本 気 象 学 会 は 飯 泉 仁 之 直 氏 に

2021 年 度 堀 内 賞 を 贈 呈 す る も の で あ る 。  
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